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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　　
予
告
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｃ
Ｖ
：
朝
倉
リ
ク
）

　
街
に
超
獣
ダ
イ
タ
ラ
ホ
ー
シ
が
出
現
!

　
ダ
イ
タ
ラ
ホ
ー
シ
か
ら
人
々
を
守
る
た
め
に
、
僕
は
い
つ
も
の
よ
う
に
ジ
ー
ド
ラ
イ
ザ
ー
で
ウ
ル
ト

ラ
マ
ン
ジ
ー
ド
へ
と
変
身
す
る
!

　
暴
れ
回
る
ダ
イ
タ
ラ
ホ
ー
シ
を
相
手
に
戦
う
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ジ
ー
ド
。

　
と
こ
ろ
が
敵
の
策
略
に
は
ま
り
、
ダ
イ
ダ
ラ
ホ
ー
シ
に
よ
っ
て
僕
と
ペ
ガ
は
別
次
元
へ
と
飛
ば
さ
れ

て
し
ま
っ
た
!



　
別
次
元
へ
と
飛
ば
さ
れ
た
僕
と
ペ
ガ
が
た
ど
り
着
い
た
先
は
一
年
中
、
枯
れ
な
い
桜
が
咲
き
続
け
る

島
、
初
音
島
だ
っ
た
・
・
・
・
!



　
　
目
　
　
　
次
　
　

─
─
─
─

第
１
話
「
始
ま
り
の
予
兆
」　
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第
１
話
「
始
ま
り
の
予
兆
」

　　
???
そ
の
日
、
僕
は
不
思
議
な
夢
を
見
た
・
・
・
・
・
。

　
リ
ク
「
こ
こ
は
・
・
・
・
ど
こ
だ
・
・
・
・
?
」

　
僕
は
見
知
ら
ぬ
場
所
に
い
た
・
・
・
・
。

　
そ
こ
は
、
辺
り
一
面
に
広
が
る
桜
の
風
景
だ
っ
た
。

　
リ
ク
「
凄
い
、
な
ん
て
美
し
い
光
景
な
ん
だ
・
・
・
・
。」

　
綺
麗
に
舞
い
散
る
花
び
ら
。
そ
し
て
幻
想
的
な
美
し
い
桜
の
樹
木
・
・
・
・
。

　
リ
ク
「
あ
れ
?
あ
の
人
達
は
一
体
・
・
・
・
?
」

　
リ
ク
が
気
づ
く
と
木
の
周
り
に
は
見
知
ら
ぬ
少
女
達
が
次
々
と
桜
の
樹
木
に
手
に
触
れ
る
と
消
え
、

入
れ
替
わ
る
か
の
よ
う
に
少
女
が
桜
の
樹
木
に
手
を
触
れ
て
い
た
・
・
・
・
。

　
最
初
は
和
服
を
着
た
二
人
の
男
女
・
・
・
・
・
。

　
次
は
老
婆
と
ツ
イ
ン
テ
ー
ル
の
小
さ
な
女
の
子
・
・
・
・
・
・
。

　
そ
し
て
、
さ
っ
き
の
ツ
イ
ン
テ
ー
ル
の
女
の
子
と
一
人
の
男
の
子
・
・
・
・
・
・
。

　
さ
ら
に
さ
っ
き
の
男
の
子
と
泣
い
て
る
リ
ボ
ン
を
結
ん
だ
女
の
子
・
・
・
・
・
。

　
そ
れ
か
ら
制
服
を
着
た
ツ
イ
ン
テ
ー
ル
の
女
の
子
に
リ
ボ
ン
を
結
ん
だ
少
女
に
歌
を
歌
う
少
女
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等
・
・
・
・
・
・
。

　
リ
ク
「
何
を
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
一
体
・
・
・
・
・
?
」

　
彼
女
達
は
一
体
、
こ
の
桜
の
木
に
何
を
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
・
・
・
・
・
・
・
。

　
一
体
、
何
を
・
・
・
・
?

「
そ
の
答
え
、
い
つ
か
分
か
る
時
が
来
る
よ
。」

　
え
っ
・
・
・
・
・
・
?

　
貴
女
は
一
体
・
・
・
・
・
・
?

　
す
る
と
突
然
、
僕
の
意
識
が
消
え
失
せ
て
い
っ
た
・
・
・
・
・
。

　
リ
ク
「
ハ
ッ
!
な
ん
だ
、
夢
か
・
・
・
・
・
。
に
し
て
も
不
思
議
な
夢
だ
っ
た
な
・
・
・
・
。
ま
ぁ

い
い
や
、
寝
よ
う
っ
と
。」

　
僕
は
ま
た
、
眠
っ
た
。

　
に
し
て
も
、
あ
の
不
思
議
な
夢
は
一
体
何
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
・
・
・
・
・
・
。

　
翌
日
、
星
雲
荘
・
・
・
・
・
。

　
リ
ク
「
・
・
・
・
・
・
。」

　
ペ
ガ
「
リ
ク
?
」

　
ラ
イ
ハ
「
ど
う
し
た
の
?
ま
た
、
何
か
悩
ん
で
る
の
?
」

　
リ
ク
「
大
丈
夫
、
悩
ん
で
な
ん
か
無
い
よ
。
実
は
・
・
・
・
。」
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リ
ク
は
気
に
な
っ
て
い
た
。

　
昨
日
見
た
夢
の
中
の
不
思
議
な
光
景
か
ら
い
ま
だ
に
頭
か
ら
離
れ
て
い
な
い
の
だ
。

　
そ
こ
で
リ
ク
は
ペ
ガ
と
ラ
イ
ハ
に
そ
の
事
を
話
し
た
。

　
ラ
イ
ハ
「
桜
の
木
?
」

　
リ
ク
「
そ
う
な
ん
だ
。
こ
ん
な
デ
ッ
カ
イ
桜
の
木
に
和
服
を
着
た
男
女
や
女
の
子
達
が
そ
の
桜
の
木

に
手
を
触
れ
て
い
た
ん
だ
。」

　
ペ
ガ
「
幻
想
的
な
夢
だ
ね
。」

　
ラ
イ
ハ
「
そ
も
そ
も
、
な
ん
で
そ
ん
な
夢
を
?
」

　
リ
ク
「
そ
れ
は
さ
す
が
に
・
・
・
・
・
。」

　
す
る
と
、
基
地
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か
ら
幼
な
じ
み
で
モ
ア
が
来
た
。

　
モ
ア
「
り
っ
く
ん
!
り
っ
く
ん
!
」

　
リ
ク
「
ど
う
し
た
の
、
モ
ア
?
」

　
モ
ア
「
り
っ
く
ん
!
今
日
は
ド
ン
シ
ャ
イ
ン
の
プ
ラ
モ
デ
ル
の
発
売
日
だ
よ
!
」

　
リ
ク
「
え
ぇ
!?
し
ま
っ
た
!
今
日
は
ド
ン
シ
ャ
イ
ン
の
プ
ラ
モ
デ
ル
の
発
売
日
だ
っ
た
!
速
く
行
か

な
い
と
!
レ
ム
、
プ
ラ
モ
屋
ま
で
お
願
い
で
き
る
?
」

　
レ
ム
「
承
知
し
ま
し
た
。
プ
ラ
モ
屋
で
す
ね
。」

　
ペ
ガ
「
僕
も
着
い
て
く
よ
。」
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リ
ク
は
レ
ム
に
頼
ん
で
、
急
い
で
プ
ラ
モ
屋
ま
で
向
か
っ
た
。

　
何
故
な
ら
リ
ク
が
好
き
な
番
組
「
爆
裂
戦
記
ド
ン
シ
ャ
イ
ン
」
に
登
場
す
る
ヒ
ー
ロ
ー
、
ド
ン
シ
ャ

イ
ン
の
プ
ラ
モ
デ
ル
の
発
売
日
だ
か
ら
だ
。

　
ペ
ガ
も
リ
ク
の
影
に
入
っ
て
、
一
緒
に
つ
い
て
行
く
。

　
ラ
イ
ハ
「
ま
た
、
ド
ン
シ
ャ
イ
ン
の
グ
ッ
ズ
が
増
え
ち
ゃ
う
わ
ね
。」

　
モ
ア
「
ま
ぁ
、
良
い
じ
ゃ
な
い
。」

　
リ
ク
の
興
味
に
さ
す
が
に
呆
れ
る
ラ
イ
ハ
・
・
・
・
。

　
そ
の
頃
、
レ
イ
ト
は
取
引
先
の
会
社
に
向
か
っ
て
い
た
。

　
レ
イ
ト
「
さ
て
と
、
そ
ろ
そ
ろ
取
引
先
の
会
社
だ
・
・
・
・
。」

　
取
引
先
の
会
社
に
向
か
お
う
と
す
る
レ
イ
ト
、

　
だ
が
、
謎
の
怪
僧
が
レ
イ
ト
を
密
か
に
監
視
し
て
い
た
・
・
・
。

　
ゼ
ロ
（
待
て
レ
イ
ト
）

　
レ
イ
ト
「
ど
う
か
し
ま
し
た
か
?
ゼ
ロ
さ
ん
?
」

　
ゼ
ロ
（
何
者
が
俺
を
監
視
し
て
い
る
・
・
・
・
。）

　
レ
イ
ト
「
監
視
?
誰
も
見
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
・
・
・
・
・
?
」

　
ゼ
ロ
（
い
や
、
お
か
し
い
ぜ
。
さ
っ
き
俺
は
嫌
な
殺
気
を
感
じ
た
。
こ
の
殺
気
は
以
前
に
感
じ
た
事

が
あ
る
か
ら
な
・
・
・
・
。）
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レ
イ
ト
「
は
い
・
・
・
・
?
」

　
怪
僧
「
・
・
・
・
・
・
・
。」

　
ゼ
ロ
が
感
じ
て
い
た
嫌
な
殺
気
・
・
・
・
・
。

　
そ
れ
は
一
体
な
ん
な
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
・
・
・
。

　
一
方
、
リ
ク
は
プ
ラ
モ
屋
に
た
ど
り
着
い
た
。

　
リ
ク
「
え
ぇ
!?
売
り
切
れ
!?
」

　
主
人
「
す
い
ま
せ
ん
、
今
日
入
荷
さ
れ
た
ド
ン
シ
ャ
イ
ン
の
プ
ラ
モ
デ
ル
は
完
売
で
す
。」

　
リ
ク
「
そ
ん
な
ぁ
・
・
・
・
・
。」

　
な
ん
と
、
肝
心
の
ド
ン
シ
ャ
イ
ン
の
プ
ラ
モ
デ
ル
は
売
り
切
れ
だ
っ
た
。

　
ド
ン
シ
ャ
イ
ン
の
プ
ラ
モ
デ
ル
が
買
え
な
く
て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
リ
ク
は
プ
ラ
モ
屋
か
ら
出

て
っ
た
。

　
リ
ク
「
ま
さ
か
売
り
切
れ
と
は
・
・
・
・
。」

　
ペ
ガ
「
ド
ン
シ
ャ
イ
ン
も
か
な
り
人
気
が
あ
る
か
ら
仕
方
な
い
よ
。」

　
リ
ク
「
そ
う
だ
な
。」

　
星
雲
荘
へ
戻
ろ
う
と
す
る
リ
ク
と
ペ
ガ
・
・
・
・
・
・
。

　
た
が
屋
上
か
ら
、
リ
ク
の
背
後
を
監
視
す
る
謎
の
怪
僧
が
姿
を
表
し
た
。

　
怪
僧
「
あ
れ
が
ベ
リ
ア
ル
の
息
子
、
朝
倉
リ
ク
い
や
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ジ
ー
ド
か
・
・
・
・
・
。
よ

5  第１話「始まりの予兆」



し
、
行
け
ダ
イ
ダ
ラ
ホ
ー
シ
。」

　
???
「
ダ
イ
ダ
ラ
ホ
ー
シ
!
」

　
謎
の
怪
僧
は
ジ
ー
ド
ラ
イ
ザ
ー
の
形
を
し
た
ア
イ
テ
ム
を
使
っ
て
、
タ
イ
ム
超
獣
ダ
イ
ダ
ラ
ホ
ー
シ

を
召
喚
し
た
。

　
す
る
と
上
空
に
亀
裂
が
入
り
、
空
を
割
っ
て
タ
イ
ム
超
獣
ダ
イ
ダ
ラ
ホ
ー
シ
が
市
街
地
に
出
現
し

た
。

　
ペ
ガ
「
リ
ク
、
怪
獣
だ
よ
!
」

　
リ
ク
「
え
ぇ
!?
今
回
は
ヘ
ン
テ
コ
な
怪
獣
か
?
」

　
レ
ム
「
あ
れ
は
怪
獣
で
は
な
く
、
超
獣
ダ
イ
ダ
ラ
ホ
ー
シ
で
す
。」

　
リ
ク
「
超
獣
?
」

　
レ
ム
「
怪
獣
よ
り
も
強
い
と
さ
れ
る
怪
獣
、
そ
れ
が
超
獣
で
す
。」

　
市
街
地
に
出
現
し
た
ダ
イ
ダ
ラ
ホ
ー
シ
は
周
囲
の
建
造
物
を
次
々
と
破
壊
し
て
い
っ
た
。

　
怪
僧
「
ダ
イ
ダ
ラ
ホ
ー
シ
よ
。
ジ
ー
ド
を
引
き
寄
せ
る
た
め
、
も
っ
と
破
壊
す
る
の
だ
!
」

　
怪
僧
は
屋
上
か
ら
、
ダ
イ
ダ
ラ
ホ
ー
シ
を
操
っ
て
い
た
。

　
そ
こ
へ
、
Ａ
．
Ｉ
．
Ｂ
の
シ
ャ
ド
ー
星
人
ゼ
ナ
と
モ
ア
が
駆
け
つ
け
て
き
た
。

　
シ
ャ
ド
ー
星
人
ゼ
ナ
「
動
く
な
!
Ａ
．
Ｉ
．
Ｂ
．
だ
!
」

　
怪
僧
「
フ
ッ
フ
ッ
フ
・
・
・
・
・
来
た
な
Ａ
．
Ｉ
．
Ｂ
。」
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シ
ャ
ド
ー
星
人
ゼ
ナ
「
あ
の
ダ
イ
ダ
ラ
ホ
ー
シ
を
操
っ
て
い
る
の
は
貴
様
だ
な
。」

　
怪
僧
「
そ
の
通
り
だ
。
ジ
ー
ド
を
呼
び
寄
せ
る
た
め
に
な
・
・
・
・
。」

　
モ
ア
「
ジ
ー
ド
を
呼
び
寄
せ
る
・
・
・
・
・
!?
」
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